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１．はじめに 

 ｢スクールカウンセラー活用調査研究｣委託事業

(現スクールカウンセラー活用事業補助 )が平成

7(1995)年に始まり、30 年近くの月日が経った。初

期のいじめや不登校に関する相談から、近年はより

予防的対応について行われることも増えている。文

部科学省(2007)はスクールカウンセラーの業務の一

つとして予防的対応を挙げており、「スクールカウ

ンセラーは、症状や問題行動が発現することを防ぐ

ために、予防的対応を行なうことができる」として

いる。その実施にあたっては「スクールカウンセラ

ー自身が、その時間の担当教員とともに教室や体育

館などに入り、チームティーチング形式で授業に当

たらなければならない」とされており、スクールカ

ウンセラーの行う役割の一つと考えられる。その一

つとして心理教育が考えられる。心理教育とは鈴木

(2015)によると「心理学の知識や理論を教えること

ではなく，心理学の知見を生かして感情や思考や行

動の仕方を教え、児童生徒の健全な発達を促したり、

問題行動を未然に防いだりすること」とされる。ス

クールカウンセラーが教員と連携して行う心理教育

の実践として鈴木,川瀬(2013)は中学生に対して自

尊感情を高めるため 3 回の授業を行い、プログラム

後に自尊感情が優位に上昇していた。また三浦,上里

(2000，2002)は中学生にストレスマネジメントプロ

グラムを行い、スクールモラールの向上やストレス

反応を軽減することに効果的であることを見出して

いる。岡崎,安藤(2012)は心理教育的アプローチにつ

いては学校教員に調査を行い、必要性を認識しなが

らも，実施するための時間的，人的，資源的な課題
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や，教育の機会に関する課題があることを指摘して

いる。 

このような心理教育の実践として本研究では中学校

の学校保健委員会と連携して、レジリエンス教育の

実践を紹介し、教員のアンケートをもとにその効果

と課題について検討することを目的とした。ここで

レジリエンスとは「困難な状況にさらされ,ネガティ

ブ な心理状態に陥っても重篤な精神病理的な状態

にはならない,あるいは回復できるという個人の心

理面の弾力性」(無藤,森,遠藤,玉瀬,2004)と定義され、

近年注目が高まっている。山本,渡辺,松本,バーナー

ド(2023)は子どものレジリエンスを育てる｢YCDI

レジリエンス教育プログラム」を作成し、小学生に

実践している。また吉村(2015)は中学生におけるレ

ジリエンスを高める体験重視型プログラムを実践し

ている。この研究では石毛・無藤（2005）の中学生

用のレジリエンス尺度より、レジリエンスを高める

ための要素を、困難な場面でも再度やってみようと

いう前向きさにつながる「挑戦する意欲」、自分の

判断や行動を見直しながら困難を乗り越えようとす

る「問題解決力」、困難な場面において自分の辛い

気持ちを話したり周囲の支えに気付いたりすること

のできる「他者との関わり」の三つと捉えており、

本研究でも踏襲した。 

  

２．方法 

（1）対象及び時期 

相模がスクールカウンセラーとして勤める愛媛県

内の A 中学校の生徒 445 名を対象とし、20XX 年 11

月に学校保健委員会の一部として授業を行った。 

（2）授業計画 

宮内から相模に学校保健委員会の一環で授業を行

うよう依頼を受け、A 中学校生として、適切なテー

マを話し合う中で、心理的な回復力の必要性からレ

ジリエンスを取り上げることとした。学校保健委員

会の活動として前述の石毛・無藤（2005）の調査項

目を用いた全校生徒対象のアンケートを行った。結

果として前述の石毛・無藤（2005）と同様の結果と

なった。その結果を下に筆者らで打ち合わせを行い、

授業内容を構想した。授業当日は学校保健委員会が

前述のアンケート結果について報告を行い、それに

続いて相模の方で 25 分、(3)のような授業内容を行

った。授業は各クラスに向けたビデオ配信で行われ、

生徒はそれぞれの教室で授業を受け、ワークを行っ

た。 

（3）授業内容 

授業内容としては、導入として南海トラフ地震の

話題から始め、次いで心の復興としてレジリエンス

の概念を前述の無藤他(2004)の定義をもとに紹介し

た。ついでレジリエンスの要素(石毛・無藤,2005)に

ついて説明し、学校保健委員会のアンケート結果を

もとに「他者とのかかわり」と「挑戦する意欲」に

ついてワークを行った。「他者とのかかわり」につ

いてはクラスの隣同士で「つらいとき、悩んでいる

とき、寂しいとき、悲しいとき、どんな人に話しま

しょうか？」について話し合った。「挑戦する意欲」

については黒沢(2008)のタイムマシンクエスチョン

を参考にして困っていることを乗り越えた 5 年後の

自分に「何か困っていることを想定してみてくださ

い。今から 5 年後のあなたにタイムマシンに乗って

会いに行きましょう。5 年後のあなたは今困ってい

ることを乗り越えています」と呼びかけ、隣の人と

「5 年後の乗り越えたあなたはどんな姿、気持ちで

いるでしょうか？あなたが 5 年後のあなたにどうや

って困っていることを乗り越えたか尋ねたとしたら

何が役立ったと答えるでしょうか？」を考えてもら

い、今に戻って「5 年後のあなたが役立ったと話し

てくれたことを、今活かしていくとしたら、どんな

ことが役立つでしょうか？今ちょっとだけできそう

なことを考えてみてください。」を考えた後に小グ

ループで話し合ってもらい、各学年につき 1 クラス

発表してもらった。最後に質疑応答を行い、終了し 
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レジリエンスについて
スクールカウンセラー

相模健人

今後

• 南海トラフ巨大地震が、2035年前
後に起きることが分かっています。

• 日本の半分が被災すると言われ
ています(鎌田,2023)。

• 建物や交通の被災は時間がるも
のの、復興していきますが、心の
復興はどうでしょうか？

心の復興

• 大きなストレスを受ける場合や困
難な状況に立ち会ったとき

• どのように立ち直り

• どのように向き合っていくと

• 回復できるでしょうか？

こういったことを考えるときに

レジリエンス(回復力、復元力)

という言葉が役立ちます

レジリエンスとは

• 困難な状況にさらされ,ネ

ガティブな心理状態に陥っ

ても重篤な精神病理的な
状態にはならない,あるい

は回復できるという個人の
心理面の弾力性(無藤・

森・遠藤・玉瀬,2004)

レジリエンスを高めるには

• 「挑戦する意欲」…困難な場面でも再度やってみようという前向きさ

• 「問題解決力」…自分の判断や行動を見直しながら困難を乗り越えようと
する

• 「他者との関わり」…困難な場面において自分の辛い気持ちを話したり
周囲の支えに気付いたりする

• が大事と言われています。

• (石毛・無藤,2005）

8/21/24

2

結果を見ると

• 中生はレジリエンスは全体的に高いです！

• 「問題解決力」 は非常に高いです。

• ちょっとだけ上げてみようと思うところとして、

• 「挑戦する意欲」

• 「他者との関わり」…質問13つらいときや悩んでいるときは自分の気持ちを人に
話してみたいと思う 質問17寂しいときや悲しいときは自分の気持ちを人に話し
たいと思う

• が上げられます。

他者との関わり

• つらいとき

• 悩んでいるとき

• 寂しいとき

• 悲しいとき

• どんな人に話しましょうか？

お隣の人と

• こういったときにどんな人に話した
らいいか

• について話し合ってみてください。

• お隣の人と2分ほど話してみてく
ださい。

挑戦する意欲

• 少し想像力を働かせて

• 何か困っていることを想定してみ
てください。

• さあ、今から5年後のあなたにタイ
ムマシンに乗って会いに行きま
しょう。

• 5年後のあなたは今困っているこ
とを乗り越えています。

タイムマシンに乗って

• お隣の人と

• 5年後の乗り越えたあなたはどんな姿、
気持ちでいるでしょうか？

• あなたが5年後のあなたにどうやって
困っていることを乗り越えたか尋ねたとし
たら何が役立ったと答えるでしょうか？

• ちょっと考えて話してみてください。

• 1分一人で考えてみて、お隣の人と2分
ほど話し合ってみてください。

今に戻ってきて

• 5年後のあなたが役立ったと話し
てくれたことを、今活かしていくと
したら、どんなことが役立つでしょ
うか？

• 今ちょっとだけできそうなことを考
えてみてください。

• 一人で少し考えてグループで共
有してみましょう。
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た。授業資料は Fig.1 のようになる。 

 

（4）調査方法 

授業終了後に A 中学校に勤める教員 22 名を対象

に 12 月末までの期限を設けてアンケート調査を

Microsoft Formsを用いて行った。調査項目は Table 

のようになる。男性 2 名、女性 5 名から回答があり、

平均年齢は 44.86 歳であった。 

（5）倫理的配慮 

倫理的配慮については調査時に調査対象者に研究

目的を説明し、了解が得られたものを調査対象とし

ている。 

（6）結果の整理 

アンケート結果については川喜多(1967)が作成し

た KJ 法を用いて分析した。 

 

３．結果 

KJ 法で分析した結果、Fig.２と以下に文章化を

示す。Fig.2 の矢印は相関関係を表す。以下、

「 」は島を表している。 

 

 

 

教員はレジリエンスの概念について「知らない」

者もおり、「レジリエンスの理解」をして、「レジ

リエンスの把握」し、その上で学校保健委員会の発

表から「問題解決能力が高い」ことを知ることで、

「理解につながった」と感じている。授業を「聞い

ていない」教員もいるものの、「カウンセラーが話

すこと」を「どう進めるか」といった期待もあり、

授業について「少し難しい内容」と感じつつも、

「タイムマシンクエスチョンの活用」といった「専

門的な立場」の話であり、「機会づくり」としてレ

ジリエンスが「今の時代に必要」であり、「考える

機会」として、また「カウンセラーが身近に」なる

ので「またあると良い」と考えている。 

 

４．考察 

(1)レジリエンスの理解 

以下、KJ 法の結果をもとに考察を行う。まずは授

業を行ってみてのレジリエンスの理解について考え

たい。 
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ムマシンに乗って会いに行きま
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• お隣の人と

• 5年後の乗り越えたあなたはどんな姿、
気持ちでいるでしょうか？

• あなたが5年後のあなたにどうやって
困っていることを乗り越えたか尋ねたとし
たら何が役立ったと答えるでしょうか？

• ちょっと考えて話してみてください。

• 1分一人で考えてみて、お隣の人と2分
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今に戻ってきて

• 5年後のあなたが役立ったと話し
てくれたことを、今活かしていくと
したら、どんなことが役立つでしょ
うか？

• 今ちょっとだけできそうなことを考
えてみてください。

• 一人で少し考えてグループで共
有してみましょう。
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まとめ

• レジリエンスについてお話しまし
た。

• 困ったり、どうしたらいいか分から
ない、モヤモヤしたときなど

• スクールカウンセラーにご相談く
ださい！

• 火曜日午後に来ています！
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• 無藤隆・森敏昭・遠藤由美・玉瀬耕治 2004 心理学有斐閣

• 石毛みどり・無藤隆 2005 中学生におけるレジリエンシー（精神的回復
力）尺度の作成 カウンセリング研究38(3) , 235-246.

Fig. 1 授業内容 
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「知らない」の島からレジリエンスの概念につい

てよく知らないと回答している教員が 3 名おり、授

業を聞いた生徒はさらにレジリエンスの理解がない

と推測される。こうした中でレジリエンスについて

紹介する心理教育を行ったことは「機会づくり」の

島にあるように、レジリエンスが「今の時代に必要」

であり、「意識づくり」や「考える機会」として生

かされたと考えられる。中山(2008)は心理教育につ

いて文献研究を行う中で学校場面でのそれについて

「多くのプログラムに共通するのは、何らかの活動・

体験を重視する一方、情報提供や知識の教授といっ

た視点が、精神医学における心理教育と比べてきわ

めて弱い」と述べている。まずはこのようなレジリ

エンスの概念を教えたことは教員や生徒に意味があ

ったと考える。しかも、「レジリエンスの把握」の

島にあるように教員から見ても「意外にレジリエン

スが高い」(島にある具体的意見)ことは、学校保健委

員会からアンケート結果を伝えることで、生徒自ら

が自信を深められる機会になったと推測される。「理

解につながった」の島に「レジリエン

スという慣れない言葉ではあったが、

理解につながったのではないかと感

じる」といった具体的意見があり、生

徒と教員がレジリエンスの概念を知

り、それがある程度高いことを知る

ことは双方に自信を深め、授業にお

いてもその後のワークへの導入に繋

げやすかったと考える。 

(2)スクールカウンセラーが授業内

で話をすること 

次にスクールカウンセラーが授業

内で話したことについて考察する。

「カウンセラーが話すこと」の島で

は「どう進めるか」の島があり、当初

はどのように授業を行うかが教員で

も関心があったと考えられる。「少し

難しい内容」の島があるように授業

内容については時間の関係もあり、

改善の余地があると考えられる。「専

門的な立場」としてスクールカウン

セラーが授業を行うことが、教員から評価されてい

る。「専門家の方に話をしてもらうのは良いと思う。

生徒の質問にも的確にその場で答えられる」といっ

たような生徒からの質問に答えられることもあり、

スクールカウンセラーが話すことが心理教育の面か

ら有用であると教員が感じたことはスクールカウン

セラー促進の面から効果があったと考えられる。 

また、「タイムマシンクエスチョンの活用」とい

った島があるように教員に新鮮であったと言える。

「タイムマシンなど生徒の興味を引くように工夫さ

れていた点や、将来のことを考えた後、今の自分に

ついて考える流れがよかったと思います」のような

具体的意見もあり、レジリエンスをさらに高める中

でこのようなワークを行ったことは、今後のスクー

ルカウンセラーが行う心理教育についての可能性が

あると考えられる。 

(3)スクールカウンセラーの心理教育の機会づく

り 
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A 県ではスクールカウンセラーの勤務時間が少な

いこともあり、本研究のようなスクールカウンセラ

ーが心理教育を行う時間や機会が少ない。「機会づ

くり」の島では「カウンセラーが身近に」があり、

「生徒たちは、相談しない限りスクールカウンセラ

ーの方の話を聞く機会がないので、身近に感じても

らえるきっかけになればと思った」といった具体的

意見があることから、スクールカウンセラーが児童

生徒や保護者のカウンセリングでない、こころの健

康教育やメンタルヘルスに貢献できる余地を当然な

がら示している。公認心理師の役割として「心の健

康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の

提供を行うこと」(公認心理師法第二条四)が示され

ており、「またあると良い」の島に見られるように、

このような役割をスクールカウンセラーが各学校で

示していく、改めての機会となっていると言える。 

(4)おわりに 

本研究ではレジリエンスについての心理教育をス

クールカウンセラーが教員と連携して行い、その意

義と課題について考察を行った。今後もこのような

機会をA県のスクールカウンセラーが増やしていけ

るよう心理教育の機会を増やしていく必要があると

考える。 
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